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研究成果の概要（和文）： 
 
近年急速に世界主要国・地域で推進されているバイオ燃料政策等の国際的動向についての調
査・分析を行うとともに、農産物市場への影響分析として、世界主要国・地域におけるバイオ
燃料政策の推進等が国際農産物需給に与える影響について農産物輸入国の立場から計量分析を
行った。さらに、環境面への影響分析として、北海道を事例に産業連関分析を用いバイオエタ
ノール生産の環境効率（CO2 効率）指標を計測し、バイオエタノール生産がより少ない CO2 の
排出でより多くの経済効果をもたらし、地域の CO2 効率向上に貢献しているという結論を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 
Biofuel production and utilization has been promoted all over the world. In this study, we 
researched for world biofuels policies and markets. We examined how biofuel polices would have 
impact on world food markets, using econometric simulation approach. We also estimated the CO2 
efficiency of bio-ethanol production using Input-Output analysis for a case study in Hokkaido, Japan. In 
this study, we conclude that bio-ethanol production brings a larger economic impact with a smaller 
increase in CO2 emission, thus contributing to the CO2 efficiency of a specific region. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、環境・エネルギー・農業対策・雇用

等の対策として世界各国・地域で急速にバイ
オ燃料政策が導入・推進されており、バイオ

燃料の需給動向、政策動向については我が国
のみならず国際的にも高い関心を集めてい
る。これらのバイオ燃料政策の動向及び農産
物需給への影響は、農産物の輸入依存度が高
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い我が国の食料安全保障にとっても極めて
重要な問題である。また、環境面に関しても、
従来からバイオ燃料政策は環境を保全する
という意味において環境政策の一部として
取り扱われているものの、バイオ燃料の原料
用農産物は食用農産物と異なり、生産段階に
おける農産物の安全・安心への配慮意識が働
きにくく、食用農産物に比較して販売価格が
低いため、原料用農産物の生産拡大は反収増
加が容易に可能な肥料・農薬等の多投によっ
て賄われることも想定される。以上のことか
ら、バイオ燃料の促進については、農産物需
給面に与える影響と環境面に与える影響の
二側面を中・長期的に分析することが当面の
課題と言える。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、世界中で導入・普及し
ているバイオ燃料の生産・普及動向につい
て国際的影響を把握し、国内のバイオ燃料
促進政策について、農産物需給への影響と
環境への影響の双方、かつ国際動向、国内
振興双方を包括的に分析することである。 
 
３．研究の方法 

本研究では、３つの課題を設定した。まず、
課題１では基礎課題として、近年急速に世界
主要国・地域で推進されているバイオ燃料政
策等の国際的動向についての調査・分析を行
った。つぎに、課題２では農産物市場への影
響分析として、世界主要国・地域におけるバ
イオ燃料政策の推進が国際農産物需給に与
える影響について農産物輸入国の立場から
計量分析を行った。課題３では、環境面への
影響分析として、生態経済学の観点から、日
本国内におけるバイオ燃料の生産とその政
策、さらには農業環境政策の関係を分析し、
環境問題のシフトとの関係を分析した。 
 
４．研究成果 
（１）米国およびブラジルにおけるバイオ燃
料政策が国際食料需給に与える影響予測 
 

バイオ燃料は、エネルギー・環境・農業問
題への対応から世界中で普及及び生産が進
められている。ブラジル及び米国は化石代替
燃料としてのバイオ燃料の導入に長い歴史
があり、今後も世界のバイオ燃料市場をリー
ドしていくことが見込まれる。ブラジルで
は、「フレックス車」の動向が今後のバイオ
エタノール需給に影響を与える最も重要な
要因である。また、米国では「エネルギー自
立・安全保障法」で定めた「再生可能燃料基
準」の実施が今後のバイオエタノール需給に
最も大きな影響を与える要因である。これら
の要素は、両国のバイオエタノール需給のみ
ならず世界農産物需給にも影響を与えるこ

とが考えられる。 
本研究では、ブラジルにおける普通乗用車

に占めるフレックス車（FFV）比率の増加お
よび米国のバイオ燃料政策の転換が両国の
バイオエタノール需給、国際砂糖需給、国際
とうもろこし需給に与える影響について「世
界砂糖需給予測モデル」（図１）、「世界とう
もろこし需給予測モデル」（図２）を開発し
て、2006/07 年度から 2017/18 年度までの生
産量、需要量、輸出量、輸入量及び価格につ
いての予測を行い、予測期間中、現行の農
業・バイオ燃料政策が継続、平年並みの天候
が継続、ブラジルでは普通乗用車に占めるフ
レックス車の割合は 46.3％まで増加、米国で
は「再生可能燃料基準（RFS）」のうち「その
他の先端的バイオ燃料」の義務量を満たす
BTL（バイオマス・ツー・リキッド）が生産
される等の前提条件としたベースライン予
測を行った。 
この結果、世界のバイオエタノール生産量

及び需要量は、2006/07 年度から 2017/18 年
度にかけて年平均 7.5％増加することが予測
された。また、世界の砂糖生産量及び需要量
は予測期間中、年平均 2.0%増加、世界の砂
糖輸出量及び輸入量は同 2.0％増加すること
が予測された。このため、国際粗糖価格は、
2006／07 年度の 13.7USC／pound から
2017／18年度には13.9 USC／poundへと緩
やかに上昇することが予測された。また、世
界とうもろこし需要量および生産量は 2006
／07年度から 2017／18年度にかけて年平均
2.1％増加し、世界とうもろこし輸出量および
輸入量は予測期間中年平均 1.1％増加した。
このため、国際とうもろこし価格は 2006／
07 年度の 3.3 ドル／ブッシェルから 2017／
18年度の7.8ドル／ブッシェルに上昇するこ
とが予測された。 
このベースライン予測に対して、ブラジル

におけるフレックス車の普及率が 2017/18 年
度までに 80％まで増加するシナリオ１を設
定したところ、ブラジル含水エタノール価格
は 32.0％上昇、無水エタノール価格（国際価
格）は 6.2％上昇、国際砂糖価格は 4.7%上昇、
国際とうもろこし価格は 1.2％上昇する予測
結果となった。また、米国では BTL が技術的
問題から予測期間中は生産が行われないシ
ナリオ２を設定したところ、ブラジル無水バ
イオエタノール価格（国際価格）は 29.5％上
昇、ブラジル含水エタノール価格は 40.3％上
昇、国際砂糖価格は 2.3%上昇、国際とうもろ
こし価格は 7.8％上昇する予測結果となった。
このため、米国におけるバイオ燃料政策の変
化は国内バイオエタノール需給や世界とう
もろこし需給のみならず、ブラジルのバイオ
エタノール需給や世界砂糖需にも影響を与
えることが本研究の影響試算結果により得
られた。 



 以上の影響試算により、ブラジルの「フレ
ックス車」普及率の増加や米国のバイオ燃料
政策の変更は、米国のバイオエタノール需給
のみならず、世界とうもろこし及び世界砂糖
需給にも影響を与えることがわかった。この
ように、ブラジルと米国のバイオエタノール
及び原料農産物は、相互に影響し合ってお
り、両国のバイオ燃料政策も相互に影響し合
っているのである。このため、両国のバイオ
燃料政策担当者は、相互のバイオ燃料政策や
需給動向が相関していることを前提として、
政策決定を行う必要がある。つまり、ブラジ
ルのバイオ燃料政策及び「フレックス車」普
及率の増加は、米国の再生可能燃料政策やエ
ネルギー政策にも影響することが考えられ
る。また、米国のバイオエタノール政策は、
ブラジルのバイオ燃料需給・政策のみなら
ず、ブラジルのエネルギー政策や農業政策に
も影響することが考えられる。さらに、両国
のバイオ燃料政策は、その他の国・地域にお
けるとうもろこし及び砂糖需給にも影響を
与えることも本研究の影響試算結果から得
られた。 
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図２ 世界とうもろこし需給予測モデル概
念図 
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（２）バイオ燃料が国際食料需給に与える影
響 
本研究では、米国におけるバイオエタノー

ル政策が原料作物であるとうもろこし需給
へ与える影響を計量的に計測することを目
的として、「世界とうもろこし需給予測モデ
ル」を構築し、バイオエタノール需要の拡大
がとうもろこし価格に与える影響について
試算を行った。 
 2006/07 年度を基準年とし、現行の農業・
バイオエタノール政策の継続等一定の前提
条件に基づいた 2017/18年度までの価格予測
（ベースライン予測）と、2007/08 年度から
米国においてバイオエタノールの生産が行
われないケースをシナリオ設定して行った
2017/18 年度までの価格予測（シナリオ予測）
とを比較した結果、シナリオ予測による国際
とうもろこし価格は、ベースライン予測の結
果に比較して、2007/08 年度で 22.2％、2017 
/18 年度で 36.9％下落する結果となった（図
３）。 
 こうしたことから、2007/08 年度における
とうもろこしの国際価格の上昇のうち、バイ
オ燃料需要の増大が与えた影響は 22.2％で
あった。 

図１ 世界砂糖需給予測モデル（ブラジル部
分）の概念図 

 なお、この結果は、IFPRI（国際食料政策
研究所）※の影響試算における同年度の試算
結果の 20％とほぼ同じ水準であった。 

 
 
 

  
  
  

 



図３ 米国のバイオエタノール需要が国際
とうもろこし価格に与える影響比較 
 
（３）バイオエタノールのガソリン代替によ
る環境と経済への影響評価 
 本研究では、バイオ燃料生産の導入により
バイオ燃料を生産する地域およびバイオ燃
料に代替されるガソリンを生産する地域に
おける環境と地域経済への影響を、地域間産
業連関表と環境効率指標（CO2 効率）を用い
て分析した。 

その結果、バイオ燃料の導入により、バイ
オ燃料生産地域における CO2 効率は 0.488、
ガソリン生産地域におけるそれは 0.142とな
った。この結果はバイオ燃料生産地域ではよ
り少ない CO2 排出増加で多くの GRP 増加がも
たらされ、一方ガソリンを生産していた地域
では GRP減少を最小限に抑えつつもより多く
の CO2を削減していることを示すものである。
このことから、バイオ燃料を導入することが
バイオ燃料を生産する地域だけでなく、バイ
オ燃料に代替されるガソリンを生産する地
域の環境効率の改善にも結びつくことが示
された。 
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